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平成 17 年に当院で NST 活動が開始されたのを契機に吾妻地域内の他施設との連携が積極的に行われ、その
後胃ろう、感染対策、褥瘡対策、糖尿病などの分野で連携が本格化した。これらの活動を行う中で私たちはチー
ム医療の重要性を明確に認識し、施設単位だけでなく地域全体でチーム医療を行うことが大切と考え、平成
24 年に地元の医師会や歯科医師会、看護師会、薬剤師会、栄養士会などとともに「NPO 法人あがつま医療
アカデミー」を設立した。現在までに「認知症」、「胃ろう」、「歯周病」、「摂食・嚥下障害」、「ロコモとメタ
ボ」、「健康寿命と食事」、「がんと就労」などをテーマとした事業を行ってきた。事務局は当院の総務課に置き、
他施設の医療者とともにこれらの活動を行っている。
【リビング・ウィル活動】
これらの活動の中で、現在私たちが最も重視しているのが「リビング・ウィル」啓蒙活動である。現在まで
に医療者や一般住民を対象に「リビング・ウィル」の研修会を 60 回以上開催。「リビング・ウィル」をテー
マとしたフォーラムを 3 回開催。また「私の意思表示帳」を作成。さらに地域の医療介護者を対象とした「ア
ドバンス・ケア・プランニング」の研修会を 2 回開催した。
【考察および結語】
医療の普遍的な目的は、患者や地域住民の健康と幸せの達成である。そしてこの目的を達成するために私た
ちが常に心がけるべきことは、時代とともに変化する医療や社会情勢を敏感に感じ取り、個人や施設だけで
はなく地域レベルの視点で新しいものにチャレンジする精神を保ち続けることと考えている。赤十字病院は
全国津々浦々に存在する。それぞれの日赤が地域医療の「共創」を実現することで、日本の医療は必ずや良
い方向へ向かうと信じている。 
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